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Framework to Analyze Product Development of Foreign Subsidiary






































Ronstadt はアメリカ多国籍企業 7 社へのインタビュー調査に基づいて 55 箇所の海外研究開
発拠点を展開されている技術の種類から 4 種類に分類した。




第 2 のタイプは「現地技術拠点（ITU：Indigenous Technology Units）」である。現地市場
向けの製品開発と製品の改良を行う海外研究開発拠点である。これらの製品は親会社から提供
された新技術を直接用いずに開発されたものである。このタイプは 9 拠点であった。




























































するために子会社を設立した。その後、R ＆ D センターを設置してデジタルカメラの開発を
行うようになった。しかし、K 社は銀塩カメラの開発・生産から撤退していたため、日本の R
＆ D センターだけでは対応できなかった。そこで、銀塩カメラを OEM 委託していたサプラ
イヤーである C 社と連携することにした。その結果、日本の R ＆ D センターのデジタル画素
技術と C 社のデジタルカメラの試作開発の経験を活用することでデジタルカメラの開発に成
功した。その後、日本の R ＆ D センターの管理者は本社に対して世界市場で成功するために
は商品企画を日本に移管する必要があると主張した。これらの経験を通じて、日本の R ＆ D
センターは世界市場向けの製品開発拠点へと進化した。
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